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生きものは大きく植物と動物に分けられる。生態系の中で植物は生産者として動物の生活を支えている。
植物の中でも樹木は、永年植物として草本（草）とは違った意味で人生の伴侶として存在している。
樹木は四季に応じた姿を鑑賞することは勿論、年々大きくなる樹形を成長の喜びとして見ることもある。
一方、日本の気候下では、連年成長する樹木は樹形を管理する必要もある。しかし、環境形成効果の大きい樹木は、人の生
活のみならず全ての生物の生活の基盤を支えている存在である。
人の寿命よりも長く生活する樹木は、加齢（エージング）とともに存在感は大きくなり、やがて人々の畏敬の念を集めるよ
うになる。それらの樹木は、文化活動の対象としての価値を有する存在となり、地域の天然記念物から、国の天然記念物と
して指定されるものもある。
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１９７６年東京農業大学助手、１９８７年同大学 講師を経て、東京農業大学地域環境研究所研究員、１９９９年より東京農業大学助教授、２００８
年東京農業大学教授、２０１９年より現職。２００４年１０月から２０２０年１０月まで武蔵野市文化財保護委員。
造園や林苑成立の歴史的な意義と変遷を研究し、都市緑化による街づくりの実践で多大な成果をあげている。文部科学省「環境緑化材料」
高等学校教科書作成にも携わる。花と緑のまち三鷹創造協会理事長、三鷹市文化財保護審議会副会長。 
主な著書に『最新・樹木医の手引き 改訂４版』日本緑化センター（２０１４年）、『最新 環境緑化工学』朝倉書店（２００７年）、『原寸図鑑 葉っ
ぱでおぼえる樹木２』柏書房（２００７年）など。

濱野 周泰 （東京農業大学客員教授・前 武蔵野市文化財保護委員）氏 プロフィール
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日 時 令和４年３月１５日（火）
濱野 周泰 氏（東京農業大学客員教授・前 武蔵野市文化財保護委員）
どなたでも ※中学生以上を対象とした内容になります
無料

からＹｏｕＴｕｂｅにて配信開始!!
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本講演会は新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、ＷＥＢでの開催といたします。
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 オンライン開催!!
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木土令和４年１１５ ４ ２１月   日 月   日

現在、わたしたちの生活は電気やガスの普及によって大変便利になっています。
日常の中で、直接火を見る機会は少なくなりました。しかし、昔の生活は、いろ
りの火、かまどの火、ランプの火など、火のある生活が当たり前だったのです。本
展では、衣・食・住と日常生活の火に着目し、当館の収蔵資料を中心に、火を使
う昔の道具を紹介します。現在では使われなくなったものもあれば、技術の発
達により形を変えながら使われ続けているものもあります。本展がみなさまに
とって暮らしのうつりかわりについて考える機会となれば幸いです。

会 場 武蔵野ふるさと歴史館 第二展示室
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武蔵野ふるさと歴史館HPからご覧ください。
下記URL、または右のQRコードからアクセスしていただけます。
➡ http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/shogaigakushu_koza/rekishikan/1036034.html

ＰＣ、タブレット、スマートフォンなどでいつでも何度でもご覧いただけます。

視聴はこちらから ➡

視聴方法

文化財保護委員特別講義公式マスコットキャラクター 
©むーくん

E-mail: rekishikan@city.musashino.lg.jp
武蔵境駅より徒歩１２分／ムーバス「武蔵野ふるさと歴史館」バス停下車すぐ／駐車スペースはございません（高齢者・車椅子ご利用の方はご相談ください）

〒180-0022 武蔵野市境5-15-5　Tel 0422-53-1811
 開館時間 午前9時30分～午後5時 休館日 金曜・祝日・年 末 年 始

特別休館日

入場無料
バス停（ムーバス）

亜細亜大学
市民会館

スイングビル

至東小金井 西武多摩川線

JR 中央線

至三鷹
武蔵境駅

武蔵野市立
武蔵野ふるさと歴史館

●Instagram●Facebook ●Twitter●HP[HP] http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/shogaigakushu_koza/rekishikan/
[Facebook] https://www.facebook.com/musashino.rekishikan/
[Twitter] https://twitter.com/musashino_reki
[Instagram] https://instagram.com/musasino_rekishikan


